
号数 発行日 見出し 内容等1 内容等2

1 昭和32年11月16日

発刊に当たって 館長　重　達夫

展覧会案内 △第21回自由美術展 △第3回墨人会公募展

△ゲンビ展 △第15回パン・リアル展

△走泥社展 △朱雀高校美術部展

ニュース △友の会生る △井島教授の美術講演会

△新制作展鑑賞会

お知らせ △友の会々員に！

画廊めぐり △京都府ギャラリー △京都書院画廊

2 昭和32年12月11日

日展 時　12月12日～1月8日（28日～元日は休館） 於　京都市美術館

鑑査感想 ☆第1科（日本画） 審査主任　中村　岳陵

☆第2科（洋画） 審査主任　中村　研一

☆第3科（彫塑） 審査主任　朝倉　文夫

☆第4科（美術工芸） 審査主任　山鹿　清華

☆第5科（書） 審査主任　豊道　春海

特選作家のことば ☆題名「梅」（日本画）猪原　大華

☆題名「静物」（日本画）池田　道夫

☆題名「火口原」（日本画）下保　昭

☆題名「綱船」（日本画）沢野　文臣

☆題名「薫風」（蝋染）岸田　宗三郎

☆題名「層容」（工芸）清水　洋

☆題名「うたごえ」（工芸）藤平　伸
日展の沿革

3 昭和33年1月10日

△常設美術館の要望　田中　豊

△大切な児童画の教育　西田　秀雄

△描く楽しさ　中村　茂一

展覧会案内 △第25回独立美術展（1月11日～26日有料）

△第8回日吉ヶ丘美術工芸コース展（1月25日～1月27日無料）

△東邦書芸院書初展（1月25日～1月26日無料）

4 昭和33年3月20日

「近代日本絵画の歩み」展について 京都市美術館長　重　達夫

当館新所蔵品紹介 △竹内栖鳳作「雨」　明治44年第5回文展出品

△小野竹喬作「冬日帖」　昭和3年第7回国展出品

お知らせ △中国敦煌芸術展（有料～2月16日）

△京都アンデパンダン展（無料2月11日～2月16日）

△近代日本絵画の歩み　土曜講座 2月15日午後2時　於当館　「世界に於ける日本近代絵画の位置」今泉　篤男氏

　 2月22日午後　於当館　「随想　近代日本絵画」井島　勉氏

5 昭和33年3月20日

昭和32年度展覧会の回顧

京都市（美術館）主催の美術館 第9回京展5/1～5/14 第11回市民美術展8/13～8/18

最近のドイツ版画展10/12～10/27 第13回日展12/12～1/8

近代日本絵画の歩み2/1～2/28 京都アンデパンダン展2/11～2/16

32年度中の新収品（2月現在） 田中　佐一郎作　油彩「黄土B」 三宅　鳳白作　日本画「花旦」

梥本　一洋作　日本画「送り火」 田中　佐一郎作　油彩「花」

竹内　栖鳳作　「雨」 小野　竹喬作　「冬日帖」

6 昭和33年4月18日

京都の歴史 第10回記念　京展　自5月1日～至5月14日

ニュース △西山　翠嶂画伯逝去 △児童美術教室発足す

△友の会総会予告

7 昭和33年5月21日

「京展」終わる

買上作家のことば △日本画「坐像」　三輪　良平 △洋画「静物」　福井　勇

△彫刻「狗」　上田　弘明 △工芸「盛器」　久保　金平

△書「漁　父辞」　岡本　憲一郎

第10回記念賞受賞者紹介 △日本画「河」　山岸　純 △書「水の鳴り」　浅井　素堂

展覧会案内 △モダンアート協会展（5/22-5/30有料） △行動美術京都作家展（5/24-5/30有料）

△青陶会展（5/25-5/30有料）

講演会開催 講師　モダンアート会員　村井　正誠氏

時　5月24日（土）　所　京都市美術館

8 昭和33年6月24日

初心者に必要な絵の道具

美術館での展覧会予告 6/25-29　青塔社展　日本画（無） 6/25-30　グループ連合展

6/28-29　行余書芸展（無）

7/12-13　鳳雛書道展（無） 7/18-20　水明書道展（無）

9 昭和33年7月15日

日本とペルシヤ △アカイメネス王朝時代（前550-前331） △パルテイヤ王朝時代（前250-前226）

△サーサーン王朝時代（226-636） △用語解説　主としてパルシヤ美術に関する

美術講座実技指導開設のお知らせ

10 昭和33年8月

美術館夏期講座 美術概説　 京大教授　井島　勉氏

日本美術の部　 京大助教授　蓮美　重康氏

国際文化観光会館建設工事始まる

友の会だより

11 昭和33年9月30日

豊かな滋味と清らかさ

美術館夏期講座 印象派まで　 洋画家美大教授　黒田　重太郎

モダンアート 京都工繊大教授　河本　敦夫

友の会だより

展覧会案内

12 昭和33年10月30日

ゴッホ展を迎えて 重　達夫

美術館11月の催し パンリアル展 新制作展

自由美術展 二紀展

墨人展

川合玉堂について 源　豊宗

展覧会案内

13 昭和33年11月25日

ゴッホ展開く 12月3日～27日

美しい非俗　白隠とゴッホ 加藤　一雄

展覧会案内

14 昭和34年1月5日

日展新春を彩る 1月27日～2月15日

ゴッホ断想 木村　重信

雪の絵のことなど 洋画家　黒田　重太郎氏

展覧会案内

15 昭和34年1月25日

日展の今昔 金島　桂華



初出品の弁 高田　淑子

豪華で重厚な絵を 西山　英雄氏

展覧会案内

16 昭和34年3月5日

アンデパンダン今日まで 市村　司

オシュコルヌ氏夫妻の日展合評

ロマンの残党として 八木　一夫氏

展覧会案内

17 昭和34年3月31日

欧米の旅から 河北　倫明

見聞紀談 岡部　三郎

ありのままの一筋に 梶原　緋佐子氏

児童美術教室の一年

展覧会案内　4月

18 昭和34年5月8日

京展特集 5部門合わせ九百点 第10回京展開く　5/3-17

京展を語る　対談 京都工芸繊維大教授　河本　敦夫 夕刊京都学芸部長　原　在修

見聞紀談 岡部　三郎

自然・写実・自由 上村　松篁

展覧会案内

友の会
















































































